
第1 章

乳幼児の定位─探索活動研究
（発生と発達）



長い間，「教育不能児」「訓練可能児」「要保護」，「就学猶予」「就学免除」，「学

校教育に耐えられない子」「学校教育に耐えられる子」，「普通学校教育での就学

可能児童」「普通学校教育での就学不可能児」さらに「普通学校からの分離」「教

育の差別」，「統合教育」「インクルーシブ（包容，包摂，包括）」等々，今日尚

いろいろ議論され，様々な実践，研究が繰り広げられている。

そうした中で共通している事は，当事者の乳幼児はもとより保護者等の「よ

りよいあすへの願い」であると思われる。しかし，それぞれ，どのような視点

から把えるのか，また，どのような考え方から見るのかによって，その実践も

大きく異なってくる。

「教育には上限も下限も無い」「箱に子どもをあてはめるのではなく，子ども

に合うように常に箱を作りかえていく」ことこそが，「教育」として最も大切で

あり，そうした教育の基本に，人間の成長・発達の根幹を成すと考えられる

「興味，関心」の発達研究が必要不可欠であると考えてきた。こうしたことが，

その後の筆者の研究の基盤となった。

以下，一連の研究をスタートさせる事になった最初の研究の「はじめに」を

紹介しよう。

研究エピソード 1
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「はじめに」

1979 年は，国際児童年であったとともに，日本の障害児教育に

とっても，いろいろな意味において「歴史的」な年であった。いわ

ゆる「民主主義教育」の「成果」の一つとして戦後 30余年にしてよ

うやく制度化された形でスタートした「養護学校教育の義務化」を

あげることができよう。しかし，単に極端な形での機械的で画一的

な隔離，分離・分類，収容的でしかも柔軟性のない固定的な「管理

的制度化」にしてしまわないよう，むしろ，この制度化が「子ども

たちのよりよい幸せのためにだけ」に活かされるよう常に見守って

いかねばならない。（後略）

（前略）これまでの義務教育年齢における発達の前提として，いわ

ゆる読み書きの基礎的力量を持っていることとしてとらえられて

いたが，これに対して，少なくとも三つの教育階梯が加わったと考

えることができるというものである。

その一つは，追視，注視や微笑等に代表されるような発達的力量

の獲得までの「第 1の教育階梯」であり，二つには，寝がえり，ハ

イハイや哺語等に代表されるような発達的力量の獲得までの「第 2

の教育階梯」であり三つには，歩行や話し言葉等に代表されるよう

な発達的力量の獲得までの「第 3の教育階梯」であると受けとめる

ことができよう。（後略）
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